
最新型超音波診断装置を導入 
当院では2014年3月より最新型東芝社製超音波画像診断装置 

を導入し先進技術によるクラス最高画質で膀胱や腎臓、前立腺等 

の臓器を診断致します 

                 さらなる革新が生み出す先進の高画質  

            東芝独自のTwin Pulserを搭載し二つの送信回路を駆使し最適な送信 

            を行います。 更に2つの周波数を合成し送信しその差音と高調波による 

            ハーモニック成分を抽出し画像化させるDifferential－THIにより深部ま 

            で高い分解能が得られ画像診断に大きく貢献します                 



                 高性能を思いのままに  

            高画質、豊富なアプリケーションを、Quickに思いのままに操作する。 

            装置を操るのでなく、診たい画質を直接操るために、東芝のエルゴノミクス 

            コンセプト iStayleがまたひとつ進化しました。 

                 充実の機能が支える確かな画像  

             ApliPureは空間と周波数という二つのコンパウンド技術の複合により高い 

            コントラスト分解能と均一性、連続性を向上させ、ノイズやアーチファクトを 

            低減させ臓器組織を詳細に観察できます 

                     Precision Imagingは近接する複酢の超音波ライン信号を音速で処理 

            し組織構造を強調し、境界や構造物の視認性を高め、臓器組織をクリアに 

            描出します。 


